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中
筋
家
の
建
築

　

重
要
文
化
財
旧
中
筋
家
住
宅
は
和
歌
山
市
の

東
部
郊
外
、
禰ね

ぎ宜
に
所
在
す
る
、
江
戸
時
代
末

期
の
大
庄
屋
の
遺い
こ
う構

で
す
。
大
庄
屋
時
代
の
屋

敷
構
え
が
大
変
良
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、主
屋
、

表
門
、
長
屋
蔵
、
北
蔵
、
内
蔵
、
御
成
門
の
六

棟
と
土
塀
が
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
筋
家
は
寛
延
三
年（
一
七
五
〇
）

に
和
佐
組
大
庄
屋
と
な
り
、
代
々
大
庄
屋
を
務

め
た
家
で
し
た
。
そ
し
て
戦
後
に
な
っ
て
中
筋

家
に
代
わ
り
、
楫か
じ
も
と本
家
が
住
ま
い
し
て
き
ま
し

た
。
文
化
財
を
保
存
管
理
す
る
必
要
か
ら
、
和

歌
山
市
が
管
理
団
体
に
な
り
、
市
に
よ
っ
て
保

存
修
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

屋
敷
は
南
北
五
七
メ
ー
ト
ル
、
東
西
四
〇

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
熊
野
街
道
の
西
側
に
接
し
て

構
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
敷
地
の
中
央
東
寄
り
に

規
模
の
大
き
な
主
屋
が
建
ち
、
南
に
長
屋
門
形

式
の
表
門
、
酉
に
長
屋
蔵
、
北
蔵
、
北
に
御
成

門
が
構
え
ら
れ
、外
周
が
土
塀
で
囲
わ
れ
ま
す
。

敷
地
内
に
は
主
屋
の
周
囲
に
内
蔵
、
茶
室
、
味

噌
部
屋
、
人
力
車
庫
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
屋
は
二
十
畳
敷
き
の
大
広
間
と
、
三
階
望

楼
を
備
え
た
大
規
模
な
構
え
の
建
築
で
、
熊

野
街
道
沿
い
に
大
庄
屋
の
家
と
し
て
の
威
厳

を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
指
定
時
に
は
明
確
な

建
築
年
は
不
明
で
し
た
が
、
今
回
の
修
理
で

鬼
瓦
に
へ
ら
書
き
が
見
つ
か
り
、
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
主
屋
の
複
雑
な
屋
根
は
本
瓦
と
桟
瓦

重
要
文
化
財
旧
中
筋
家
住
宅
の
修
理
竣
工

特　集

で
葺
き
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
桟

瓦
は
和
歌
山
独
特
の
「
丸
桟
瓦
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

保
存
修
理
事
業

　

保
存
修
理
は
平
成
一
二
年
二
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
文
化
財
指
定
後
初
め
て
の
根
本
的

な
修
理
と
な
り
、
文
化
財
建
造
物
の
全
て
と
、

味
噌
部
屋
、
茶
室
、
人
力
車
庫
の
修
理
を
行
い

主屋

表門

北蔵

内蔵

茶室

長
屋
蔵

御成門

味噌部屋

人力車庫

熊
野
街
道

表門の正面外観
表門は大庄屋役所として使われていたと考えられている

屋敷配置図

２



と
で
し
た
。
こ
の
文
様
は
「
唐か
ら
は
な
た
て
わ
く

花
立
涌
」
と
言

い
ま
す
。
唐
紙
は
落
ち
着
い
た
桐
文
様
が
一
般

的
で
す
が
、
唐
花
立
涌
は
な
か
な
か
派
手
な
趣

き
が
あ
り
ま
す
。
京
都
や
東
京
で
は
、
現
在
も

伝
統
的
な
唐
紙
が
作
ら
れ
て
は
い
ま
す
。
し
か

し
唐
花
立
涌
は
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
幻

の
唐
紙
文
様
な
の
で
す
。

　

中
筋
家
の
現
状
の
襖
の
上
張
り
を
め
く
る

許
可
を
受
け
各
所
を
復
原
整
備
し
ま
し
た
。

　

主
屋
は
中
庭
の
縁
や
東
側
の
縁
ま
わ
り
が
、

雨
漏
り
と
蟻ぎ
が
い害

で
大
き
く
破
損
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
い
っ
た
ん
解
体
し
修
理
し
ま
し
た
。
屋

根
は
一
五
〇
年
余
り
葺
き
替
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
の
修
理
で
は
全
面
を
葺
き
替
え

ま
し
た
。
そ
の
際
、
も
と
の
瓦
は
極
力
再
用
す

る
よ
う
に
努
め
、
お
よ
そ
半
数
ほ
ど
を
再
用
し

て
葺
い
て
い
ま
す
。
各
室
の
床
組
に
も
蟻
害
が

見
ら
れ
た
た
め
、
床
も
解
体
し
、
破
損
し
た
大

引
や
根
太
を
取
り
替
え
ま
し
た
。

　

文
化
財
建
造
物
の
保
存
修
理
は
「
解
体
修

理
」
が
一
般
的
で
す
が
、
解
体
す
る
と
、
古
い

土
壁
は
残
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
今
回
の
修

理
は
、
ど
の
建
物
も
土
壁
も
良
好
に
保
存
で
き

る
よ
う
、
解
体
範
囲
を
極
力
少
な
く
し
た
「
半

解
体
修
理
」
と
し
た
点
が
特
徴
で
す
。
ま
た
畳

や
襖
な
ど
も
出
来
る
だ
け
「
本
物
」
を
保
存
す

る
よ
う
工
事
を
進
め
ま
し
た
。

特
徴
的
な
襖
の
唐
紙
文
様

　

主
屋
に
は
た
く
さ
ん
の
襖
が
建
て
込
ま
れ
、

ほ
と
ん
ど
に
唐
紙
が
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中

で
も
特
徴
的
な
の
は
、
賓
ひ
ん
き
ゃ
く客
を
迎
え
た
オ
オ
ゲ

ン
カ
ン
や
大
広
間
の
ゴ
ジ
ョ
ウ
、
三
階
望
楼
の

階
段
室
な
ど
に
青
い
唐
草
文
様
が
見
ら
れ
た
こ

ま
し
た
。
そ
し
て
お
よ
そ
一
〇
年
の
歳
月
を
経

て
、
昨
年
一
二
月
に
保
存
修
理
工
事
が
完
了
し

た
の
で
す
。

　

工
事
の
設
計
監
理
と
発
注
業
務
は
、
和
歌
山

市
よ
り
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
受
託

し
、
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
調
査
を

踏
ま
え
、
屋
敷
構
え
が
現
状
の
形
態
と
な
っ
た

明
治
時
代
中
期
の
姿
に
、
文
化
庁
の
現
状
変
更

主屋大広間を北側から見る
北側には庭園が広がっている

主屋大広間の内部
二十畳敷の広い書院座敷である

３



と
、
か
つ
て
貼
ら
れ
て
い
た
唐
紙
が
姿
を
現
し

ま
し
た
。
唐
紙
は
傷
み
や
す
い
の
で
何
度
も
貼

り
直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
襖
に
よ
っ
て
は
前
に

貼
ら
れ
て
い
た
唐
紙
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

た
り
、
断
片
が
残
さ
れ
て
い
た
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
る
と
唐
花
立
涌
は
代
々
使
い
続
け
ら

れ
、
現
状
は
違
っ
て
い
て
も
、
元
は
唐
花
立
涌

で
あ
っ
た
襖
が
、
相
当
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
箪
笥
の
中
か
ら
は
、
か
つ
て

の
唐
紙
の
切
れ
端
が
大
量
に
見
つ
か
り
、
代
々

の
唐
花
立
涌
の
色
合
い
も
判
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
徴
的
な
文
様
は
、
実
は
中
筋
家
だ
け

で
な
く
、貴
志
家
住
宅（
元
湊
御
殿
・
和
歌
山
市
）

や
粉
河
寺
本
坊（
紀
の
川
市
）、十
禅
院
庫
裏（
紀

の
川
市
）
な
ど
、
紀
州
藩
に
縁
の
あ
る
建
造
物

で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
中
筋
家
で
な
ぜ
こ

の
柄
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
紀

州
藩
に
任
命
さ
れ
た
大
庄
屋
と
い
う
職
柄
と
無

関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

さ
い
ご
に

　

文
化
財
の
保
存
修
理
が
昨
年
一
二
月
に
完
了

し
、
引
き
続
い
て
外
構
や
展
示
設
備
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
の
夏
頃
か

ら
、
い
よ
い
よ
一
般
公
開
さ
れ
る
予
定
だ
そ
う

で
す
、
紀
ノ
川
流
域
随
一
の
大
規
模
民
家
と
し

て
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
注
目
を
集
め
る
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　
（
御
船 

達
雄
）

半解体修理中の主屋
中央に三階望楼が見える

二階の箪笥に保存されていた唐紙の切れ端
特徴的な唐花立涌文様である

主屋大広間のゴジョウ
右が保存した古い唐紙、中央より左が今回復原製作した唐紙

４



埋
蔵
文
化
財
課
　
短
信

積
し
た
土
砂
か
ら
出
土
し
た
鎌
倉
・
室
町
時
代

の
土
器
類
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
の
様
々
な
瓦
類
で
占
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
、
特
に
興
味
を
ひ
く
も
の
に
、
数
は
少
な
い

で
す
が
古
墳
時
代
の
須
恵
器
、
平
安
時
代
末
の

土
師
器
・
瓦
（
写
真
３
）、
室
町
～
江
戸
時
代

の
遺
物
に
混
じ
っ
て
溶
解
炉
の
破
片
が
数
点
出

土
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
分
な
調
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
地
表
面
か
ら
約
４
ｍ
も
下
が
っ
た
昔
の

長
屋
川
に
堆
積
し
た
土
砂
の
中
か
ら
平
安
時
代

の
遺
物
も
出
土
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
代
々
踏
襲
さ
れ
て
き
た

屋
敷
地
の
区
画
割
が
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に

時
代
ご
と
に
屋
敷

地
と
護
岸
石
積
の

変
遷
を
辿
る
こ
と

が
で
き
、
よ
り
大

き
な
成
果
と
言
え

ま
す
。

　
　
（
土
井
孝
之
）

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
見
つ
か
っ
た
主
な
遺

構
は
、
鎌
倉
時
代
の
根
固
め
石
を
伴
っ
た
橋
脚

（
写
真
１
）・
水
の
勢
い
を
制
御
す
る
杭
列
、
鎌

倉
・
室
町
時
代
の
各
遺
構
面
に
お
い
て
石
積
護

岸
・
石
組
溝
、江
戸
時
代
の
塀
基
礎
（
写
真
２
）・

石
積
護
岸
・
石
組
溝
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

調
査
途
中
に
お
い
て
、
南
側
の
丘
陵
か
ら
の

湧
き
水
や
調
査
地
が
長
屋
川
よ
り
低
く
な
る
に

従
っ
て
川
底
か
ら
の
湧
き
水
の
た
め
壁
面
の
崩

壊
に
み
ま
わ
れ
、
大
変
苦
労
の
多
い
調
査
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
調
査
に
伴
っ
て
多
く
の
遺
構
・

遺
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
半

は
、
屋
敷
地
側
の
整
地
土
や
昔
の
長
屋
川
に
堆

粉
河
寺
遺
跡
の
発
掘
調
査

　

粉
河
寺
遺
跡
は
、粉
河
寺
（
紀
の
川
市
粉
河
）

の
境
内
に
ほ
ぼ
重
な
っ
て
位
置
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
境
内
を
流
れ
る
長
屋
川
を
改
修
す
る

工
事
に
先
立
っ
て
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
地
は
、
粉
河
寺
中
門
の
真
南
側
に
な
り
ま

す
。
粉
河
寺
そ
の
も
の
は
、
粉
河
観
音
宗
の
本

山
で
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
の
第
三
番
札
所

と
し
て
、
ま
た
国
宝
絹
本
著
色
粉
河
寺
縁
起
を

有
す
る
こ
と
で
非
常
に
有
名
な
お
寺
で
す
。

　

長
屋
川
を
改
修
す
る
工
事
に
先
立
つ
調
査

は
、
平
成
一
八
年
度
に
引
き
続
い
て
今
回
で
二

回
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
調

査
で
は
、
連

続
し
た
屋
敷

地
と
護
岸
石

積
な
ど
の
生

活
の
跡
が
幾

重
に
も
重

な
っ
て
見
つ

か
り
、
多
く

の
成
果
を
得

写真１

写真 2

写真 3

５



６

　

紀伊の古代寺院　　―川原寺式軒瓦―　 　  　　　冨加見 泰彦

　連載してきましたコラムの最後は川原寺の瓦について触れることにします。『日本書紀』大
化元年 (645)『天皇より、伴造に至るまで、造るところの寺、造ること能はずは朕皆助け作ら
ん』と大和の有力氏族や地方の郡司級氏族に氏寺造営の奨励と援助が約束されたことは以前に
触れました。この仏教施策によって 7 世紀後半以降 8 世紀に至るまで各地に盛んに氏寺（私寺）
が建立されるようになったのです。紀伊国でもご多分に洩れず旧伊都郡、旧那賀郡、旧名草郡、
旧在田郡、旧牟婁郡において寺院がこの 50 年余りの間に 14 ケ寺も創建されました。持統六
年 (692) 年には全国で 545 寺が存在したことが記されています。
　紀伊国は、伊都郡に本薬師寺系、那賀郡に坂田寺系、名草郡に法隆寺西院系と郡単位で瓦が
まとまりを見せるという特徴があります。しかし、川原寺系の瓦は、伊都郡では神野々廃寺、
名古曾廃寺、佐野廃寺、名草郡では薬勝寺廃寺、在田郡では田殿廃寺、日高郡では道成寺、牟
婁郡では三栖廃寺と郡域を超えて広範囲な広がりを見せます。このことは何を意味しているの
でしょう。皇位継承を巡った古代最大の内乱といわれる壬申の乱から考えてみることにします。
川原寺系の瓦は壬申の乱で勝利した大海人皇子側 ( 後の天武天皇 ) に味方した氏族の分布と重
なるという重要な指摘があります。信憑性はともかくとして「日本書紀」や「続日本紀」にこ
の壬申の乱に組みした紀伊国に関係する人物を見ることができます。
 ① 日本書紀甲寅（天武八年二月三日）、紀臣堅麻呂卒、以壬申年之功、贈大錦上位
 ② 日本書紀壬申紀　壬辰、　将軍吹負屯干乃楽山上。時荒田尾直赤麻呂啓将軍曰、古京是本営処也。
 　 宜固守。将軍従之。則遣赤麻呂・忌部首子人、令戍古京。於是赤麻呂等詣古京、而解取道路橋板、作盾、 
 　 堅於京辺衝以守之。
 ③ 続日本紀大宝元年　○癸卵、正五位上忌部宿禰色布知卒。詔贈従四位上。以壬申年功也。

　これらの人物の出自は明らかではありませんが、紀臣、忌部を名乗っている以上、紀伊国縁
の氏族と考えられます。紀伊国の川原寺系の瓦を葺いた寺院を建立したのが壬申の乱で論功が

あった氏族だということが証明されれば、地域の歴
史がまた一つ解き明かされたことになります。皆さ
んはどう思われますか。
　戦前の国定教科書には、「即位した弘文天皇に対
して、大海人皇子が挙兵して勝利したので、謀反人
が皇位をついだことになる。これは教育上、有害無
益の教材であるから、除いた方がいい」との理由か
ら記載されていませんでした。特定の価値観から歴
史を教育する道具として歪曲や隠ぺいは決して許さ
れるべきものでないのは明らかなことです。



　

今
年
は
寅
年
、
そ
こ
で
、
干
支
に
ち
な
ん
だ
彫
刻
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
高
野

山
に
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
に
建
て
ら
れ
た
「
徳
川
家
霊
台
」
と
い
う
建
物

が
あ
り
ま
す
。全
く
同
じ
大
き
さ
の
建
物
が
二
棟
並
ん
で
建
っ
て
い
ま
す
。向
か
っ

て
右
側
の
建
物
は
徳
川
家
康
を
、
左
側
の
建
物
は
二
代
将
軍
の
秀
忠
を
お
祀
り
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
野
山
が
徳
川
幕
府
に
忠
誠
を
誓
う
証
と
し
て
建
て
た
も

の
で
、
規
模
こ
そ
決
し
て
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彫
刻
で
飾
ら
れ
、
特
に
内

部
は
彩
色
、
漆
、
蒔
絵
、
飾
り
金
具
で
驚
く
ほ
ど
豪
華
な
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
棟
の
建
物
に
は
少
し
だ
け
違
い
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
向
か
っ
て
右
側
の
建

物
の
前
に
石
の
鳥
居
の
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
家
康
が
「
東
照
大
権
現
」
つ
ま
り

「
神
」
と
し
て
祀
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
秀
忠
は
「
台

徳
院
殿
興
蓮
社
徳
誉
入
西
大
居
士
」
と
い
う
戒
名
で
浄
土
宗
の
芝
増
上
寺
に
葬
ら

れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
違
い
は
正
面
向
拝
の
蟇
股
彫
刻

で
す
。
右
側
の
建
物
は
蟇
股
の
中
に
「
虎
」
が

彫
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
側
の
建
物
で
は
「
兎
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
家
康
と
秀
忠
の
生

ま
れ
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
も
の
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
「
虎
」
の
蟇
股
の
左
右
に
は

麒
麟
が
彫
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
麒
麟
は
「
仁
」

の
心
を
持
つ
君
主
が
生
ま
れ
る
時
に
姿
を
現
す

霊
獣
と
さ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
神
君
家
康
公
の

誕
生
を
寿
ぐ
造
形
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
秀

忠
を
象
徴
す
る
「
兎
」
の
左
右
に
は
虎
が
彫
刻

さ
れ
て
い
ま
す
。
兎
（
秀
忠
）
は
虎
（
家
康
）

に
見
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。　
（
鳴
海 

祥
博
）

　

考
古
学
と
い
う
と
土
を
相
手
の
仕
事
と
ば
か
り
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
水
も

相
手
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
中
考
古
学
。
文
字
通
り
湖
底
や
海
底
で
の
発

掘
調
査
で
す
。
欧
米
で
の
歴
史
は
古
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
や
大
航
海
時
代
の
沈
没

船
か
ら
数
多
く
の
文
化
財
を
発
見
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
昭
和
五
七
年
、
琵
琶
湖
の
湖
底
遺
跡
を
対
象
に
は
じ
め
て
本
格
的
な

水
中
考
古
学
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
筆
者
も
そ
の
年
の
ひ
と
夏
、
下
働
き
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
が
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
し
た
。

　

爾
来
三
〇
年
近
く
、
い
く
つ
か
の
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
は
、
鎌
倉
時
代
、
蒙
古
襲
来
の
折
に
元
軍
が
上
陸
し
、
激
戦
地
と
な
っ

た
鷹
島(

長
崎
県)

の
沖
合
で
の
調
査
。
こ
の
調
査
で
は
元
軍
の
船
の
巨
大
な
錨

や
「
て
つ
ほ
う
」
の
玉
な
ど
が
数
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
先
年
こ
の
地
を
訪
れ
、

そ
れ
ら
の
遺
品
を
見
る
機
会
を
得
ま
し
た
が
、
歴
史
で
あ
っ
た
「
元
寇
」
を
現
実

と
し
て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
坂
本
龍
馬
が
海
援
隊
の
船
と
し
て
使
っ
て
い
た
「
い
ろ
は
丸
」
の

調
査
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
船
は
、
一
八
六
七
年
（
慶
應
三
年
）、
瀬
戸
内
海
で
明

光
丸
と
い
う
船
と
衝
突
し
、
福
山
市
の
鞆
の
浦
の
沖
合
で
浸
水
沈
没
し
た
も
の
で

す
。
龍
馬
は
こ
の
船
に
は
最
新
式
の
ミ
ニ
エ
ー
銃
四
〇
〇
丁
な
ど
高
価
な
も
の
が

積
ま
れ
て
い
た
と
主
張
し
、海
事
法
を
盾
に
莫
大
な
損
害
補
償
を
要
求
し
ま
し
た
。

し
か
し
調
査
の
結
果
、
こ
の
船
が
い
ろ
は
丸
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
で
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
見
つ
か
っ
た
の
は
船
室
の
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
内
装
品
や
刀
の
柄
な

ど
に
用
い
ら
れ
た
鮫
皮
と
い
っ
た
も
の
で
、
ミ
ニ
エ
ー
銃
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
も
し
か
す
れ
ば
龍
馬
一
流
の
ハ
ッ
タ
リ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ち

な
み
に
そ
の
ハ
ッ
タ
リ
に
屈
し
て
十
万
両
近
く
の
補
償
金
を
分
捕
ら
れ
た
の
は
、

わ
が
紀
州
藩
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
田　

弘
）

発
掘
屋
余
話
　
⑧
　
　
龍
馬
と
水
中
考
古
学

建
築
彫
刻
の
話
　
⑧

写真 1　家康霊屋の蟇股彫刻「虎と麒麟」

写真 2　秀忠霊屋の蟇股彫刻「兎と虎」

７



風車 50（2010 春号）

平成 22 年 3 月 30 日発行

（財）和歌山県文化財センター

〒640-8404

和歌山市湊 571-1
TEL　  073-433-3843
FAX 　073-425-4595
E-mail maizou-1@wabunse.or.jp
URL 　http://www.wabunse.or.jp

催し物案内　　和歌山県内の文化財関係イベント情報

（財）和歌山県文化財センター　http://www.wabunse.or.jp/

鋭意企画中

和歌山県立博物館　http://www.hakubutu.wakayama-c.ed.jp/

○企画展「新発見・新指定の文化財」

　期　間：平成 22 年３月６日～４月 18 日（日）

　内　容：博物館では県内外での文化財調査を行って、和歌山の歴史を物語る資 

 料の発見や評価に努めています。その成果の一部は県指定文化財への指 

 定という形で反映されています。新発見・新指定された多くの文化財を 

 公開し、和歌山の新たな魅力をお伝えします。

現場事務所一覧
◎金剛三昧院保存修理事務所
　　高野町高野山 425
　　TEL 0736-56-5578

【埋蔵文化財課分室】
　和歌山市新在家 61 番地 -4
　TEL 073-472-3710

旧中筋家住宅唐花立涌文様

【
目
　
次
】

１　

表
紙　

旧
中
筋
家
住
宅
主
屋

２　

特
集　

重
要
文
化
財
旧
中
筋
家
住
宅
の
修
理
竣
工

５　

埋
蔵
文
化
財
課　

短
信

６　

連
載
コ
ラ
ム　

考
古
学
の
散
歩
道

　
　
　
「
紀
伊
の
古
代
寺
院
」

７　

き
の
く
に
歴
史
小
話

　
　
　
「
建
築
彫
刻
の
話
」

　
　
　
「
発
掘
屋
余
話
」

８　

催
し
物
案
内

『風車』はお陰様をもちまして、創刊 50 号と

なりました。皆様のご支援、ご愛読に深くお礼

申し上げます。


